
 

 

 

 

 

 

校長 川中子 登志雄 

 令和４年度が始まりました。保護者や地域の皆様に支えられな

がら、私も本校校長として、５回目の春を迎えました。新たな１

年も、三吾小の子供たちとともに学ぶことができることを、心よ

りうれしく思っております。本年度も、どうぞよろしくお願いし

ます。 

 令和４年度も、本校の教育が目指すものはすべて、教育目標に

集約されています。これら三つの柱は、どちらがより重要である

とは言いがたく、この三つがバランス良く達成される中に、真の

目指すべき姿があります。しかしながら、ある子にとっては「自

立」が課題であり、別の子にとっては「健康」が課題である、と

いうように、子供たち一人一人の課題はそれぞれの子供によって

異なります。 

令和元年度に現在の教育目標を制定して３年が経過しました。

これまで、今の三吾小の子供たちの課題は何だろうと考えてきま

したが、令和４年度は三つの柱のうち、「自立」を重点目標として

教育活動を進めていくことにします。特に、「自ら」の部分－つまり、「主体性」を育むことを目指

していきたいと考えています。 

 

 

 ３月の卒業式の式辞で、私は卒業する子供たちに、この三つの柱のうち、あえて、どれが一番大

切なものかという話をしました。そこで私は、三つの柱はどれも大切ではあるが、土台に置くべき

ものは「共生」である、という私の考えを伝えました。（式辞の内容はホームページ「学校の紹介」
内の「校長あいさつ」に掲載しています。） 

 この話をすると、単純に「一番大切なのは『健

康』ではないですか。健康でなければ、他のこと

は目指すことすらできません。」と思われる方が

少なくありません。もちろん、その通りではあり

ますが、私は目の前にいる子供たちの最重要課題

は「健康」だとは考えておりません。   

先日、２０２１年２月刊行のユニセフ（国連児

童基金）・イノチェンティ研究所の行った子供の

幸福度に関する国際調査の報告書「イノチェンテ

ィ レポートカード１６」を読みました。日本語

版には、研究所のアナ・グロマダ氏によって大変

わかりやすくまとめられた「【解説】日本の子ど
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もに関する結果」があります。それによると、日本の子供の身体的健康度（５～１４歳の死亡率、

５～１９歳の過体重・肥満の割合）は、群を抜いて世界第１位で、「他の国々は、日本から学ばな

ければなりません」とまで書かれています。日本の子供は、清潔な水や成長に必要な栄養、病気に

なったときの医療、生活安全などは、世界一豊かな国に生活していると言えます。 

そんな日本の子供たちの精神的幸福度（生活全般の満足度、１５歳～１９歳の自殺率）は、何

と、調査対象３８カ国中３７位という結果です。そのほか、「スキル」という観点でも調査が行われまし

たが、こちらも、数学・読解力で基礎的習熟度に達している子供の割合はトップ５に入りますが、社会的ス

キルを見ると「すぐに友達ができる」と答えた子供の割合は、チリに続き２番目に低い結果となっています。 

この子供を取り巻く世界の特徴として、日本が長時間働いている人の割合が最も高い国の一つで

あることが指摘され、保護者の生活の質が子供の生活の質に影響していると考えられています。ま

た社会的状況については、日本は殺人による死亡は世界一少ない国ですが、「困った時に頼れる人

がいる」と答えた割合が最も低い国の一つでした。  

このように両極端に振れる偏りは、世界的に見

て、とても｢不思議｣な結果と言えそうです。やは

り、私たちには私たちの独自の課題があるのです。
（詳しくは、ユニセフのホームページをご覧ください。） 

 第三吾嬬小学校は、これらの課題にも積極的に挑

戦していきたいと考えています。この課題解決に

は、保護者や地域の皆様の協力が欠かせません。子

供たちの幸せのため、三吾小に集うすべての人々の

笑顔のため、今年度も皆様と手を取り合って、教職

員一同精一杯精進する所存です。令和４年度もどう

ぞ、よろしくお願いします。 

 

 

 

 

保護者専用ページの活用について 

 昨年度から、学校だより、学年だよりをはじめとする学校からの配布物をホームページに掲載したり、メ

ールにて配信したりすることによって、資源の削減・働き方改革に取り組んでいます。今年度は、これまで

ネット上に公開できずに紙で配付していた個人名などが

記載された配布物も、ホームページの「保護者専用ペー

ジ」を活用してオンライン化することといたしました。これに

よって高画質の写真等も掲載できるようになります。 

ホームページへの掲載は、その都度メールにてご連絡

いたしますが、その際保護者専用ページへのアクセスに

必要な保護者 ID とパスワードを一緒にお知らせします。  

保護者の皆様にはお手数おかけすることになりますが、

SDGｓの取組、及び個人情報保護の観点から、ご理解と

ご協力をよろしくお願いします。（なお、月行事予定表と給

食の献立表は今年度も印刷したものを配付します。） 

 

「開校１４７周年」になりました 
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